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11 22月 日（木） 会場：淡路夢舞台国際会議場

▽趣 旨

瀬戸内海 経済的、地理的 条件 遠浅 穏 海域 特性等 背景 、特 戦後 高度成

長期 産業 沿岸 集積 、多 浅海部 埋 立 、工場排水 生活廃水 、赤潮 頻

発 。瀬戸内海 「瀕死 海」 言 。

状況 受 、瀬戸内海環境保全知事・市長会議 中心 地域 働

、昭和 年 月 瀬戸内海環境保全臨時措置法 制定 、昭和 年 月 瀬戸内海環境保全特

別措置法（以下「瀬戸内法」 。） 恒久法化 。

瀬戸内法 、瀬戸内海環境保全基本計画（以下「基本計画」 。） 策定、特定施設 設置

許可制、汚濁負荷量 総量規制、指定物質 削減指導、自然海浜保全地区 指定、埋立 等

特別 配慮等 特別 措置 規定 。

瀬戸内法 軸 各種 施策 、国 関係 地方公共団体、事業者、住民等 連

携 環境保全 関 取組 。例 各 ー 参加 、「社団法人瀬戸

内海環境保全協会」 設立 、環境保全思想 普及啓発 事業 積極的 展開 、

域内 学識者、研究者 組織 「瀬戸内海研究会議」 学術・研究交流 挙

。

、瀬戸内法施行以降 、港湾整備、都市再開発、廃棄物処分等 目的 埋立面

積 浅海域 中心 年平均 上回 。 、 埋立 多 都市 地先海域

行 、住民 立 入 水際線 増 、人 海 触 合 場 減少

（親水機能 低下） 。

、瀬戸内法 施行 四半世紀 経過 、各種施策 実施 、人間活動 起因

環境 負荷 軽減 一定程度 成果 見 、一方 過去 開発等 伴 蓄積

環境 負荷 新 環境問題 対応 多 取 組 課題 指摘 。

、瀬戸内海 環境 取 巻 状況 環境保全 対 考 方 、当初 水質改善、有害物質

対策等 公害対策中心 、環境基本計画等 見 、生物多様性 保全、健全 水

循環 回復・確保、物質循環 促進、豊 自然 触 合 確保 幅広 環境保全 目指

変化 。

、現在「瀬戸内海」 、生活、産業等 含 人間 自然 共生 場 、海域毎 地

理的、自然的、社会経済的 条件 考慮 、今後 一体的、総合的 保全 希

求 。

瀬戸内海 環境保全施策 、 施策 結果 検証 踏 、今

後 展開 図 、 瀬戸内海 課題 、国内外 閉鎖性海域 共通

はその な や で やかな の を に に の

には が に し くの が め てられ や により が

した は の と われた

このような を けて を とした からの きかけによ

り に が され には

という に された

では という の の

の の の の て につい

ての の の な が されている

こうした を とした の により や する が

して に する みがなされてきた えば セクタ の によって

が され の にかかる も に されたこと

の により された の なども げることが

できる

しかし においても を とした

は を に を っている また これらの ての くは の に

おいて われることから が ち ることのできない が え が と れ う の

の につながっている

このように が されて が し の により に す

る への の について の が られるなか で の に って さ

れた への や たな への など くの り むべき が されている

また の を り く に する え も の

の のものから に られるように の な

の の かな との れ いの など い を すも

のに してきている

そのため は を む と との の として の

な を しつつ とも に されていくことが

されている

かかる における については これまでの の やその を まえ

いかなる を っていくかは いつに だけの ではなく の の
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の である

そこで かかる という を じて がそれぞれの から を

し の で する セッション を し これまでに で が われて

きたか また が われなかったのか の の り みとの を じ にお

いてどうすべきかを する

プログラム

コ ディネ タ

ラポタ

び

と

コ ディネ タ を み が も に

センタ

ジェ ン ニシダ

メリ ランド

課題 。

、 瀬戸内海 「場」 通 研究者、ＮＧＯ、行政 立場 話題

提供 、全体 中 討議 「瀬戸内海 」 開催 、 瀬戸内海 何 行

、 何 行 、他 閉鎖性海域 取 組 情報交流 通 、 世紀

検証・提起 。

▽実施体制

（ ）企画構成

瀬戸内海研究会議 瀬戸内海環境保全知事・市長会議 社団法人瀬戸内海環境保全協会

（ ）実施・運営

第 回世界閉鎖性海域環境保全会議実行委員会

▽

・開 会

・ ー ー ー：櫻井 正昭

（社）瀬戸内海環境保全協会顧問（（財）自然公園美化管理財団専務理事）

ー：柳 哲雄

瀬戸内海研究会議企画委員会委員長（九州大学応用力学研究所教授）

・報 告 名

・全体討議 円卓参加者及 一般参加者

・閉 会

▽会議形式 円卓参加者

（ ）円卓会議方式

ー ー ー 囲 円卓参加者 報告・討議。一般参加者 随時討議 参加。

（ ）円卓参加者

阿部 悦子

環瀬戸内海会議代表（愛媛県議会議員）

井上 正治

北九州市環境局環境保全部長

宇塚 公一

国土交通省都市・地域整備局下水道部流域管理官

岡市 友利

瀬戸内海研究会議会長（香川大学名誉教授）

金子 信義

山口県漁業協同組合連合会専務理事

薦田 直紀

（財）広島県環境保健協会地域活動支援 ー長

ー ・

米国・ ー 州環境省長官
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柴垣 泰介

環境省環境管理局水環境部水環境管理課閉鎖性海域対策室長

白幡 洋三郎

国際日本文化研究 ー教授

平山 孝信

関西電力（株）環境技術 ー ー ー ー部長

福田 幸司

国土交通省近畿地方整備局港湾空港部長

センタ

グル プチ フマネ ジャ
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▽

ー ー ー

渡辺 正孝 独立行政法人国立環境研究所水土壌圏環境研究領域長

（第 回世界閉鎖性海域環境保全会議実行委員会運営委員会副委員長）

・ 米国・ 大学環境社会 ー所長・教授

（第 回世界閉鎖性海域環境保全会議実行委員会 部会副部会長）

○基調報告

ー ： 活動 果 役割 世紀 活動戦略

報告者： ・ 米国 大学環境社会 ー所長

○分科会等報告

▽分科会報告：各 ー

・第 ー ：柳 哲雄（九州大学応用力学研究所教授）

・第 ー ： ・ （米国・ 郡環境保護資源管理部長）

・第 ー ：細川 恭史（国土交通省国土技術政策総合研究所沿岸海洋研究部長）

・第 ー ：谷口 文章（甲南大学文学部教授・人間科学科長）

・第 ー ： ・ （ 国連環境計画優先行動計画 地域活動

ー（ ）所長）

・有明海 ：田北 徹（長崎大学水産学部教授）

・海洋流出油 環境影響 対策 ：牧 秀明（独立行政法人国立環境研究所流域環

境管理 海域環境 ー 研究員）

▽特別 報告：各 ー

・ ー ：谷津龍太郎（ 太平洋地球変動研究 ー （ ） ー長）

・ＮＧＯ ー ：小沢 秀造（瀬戸内 環境 守 連絡会事務局長）

・瀬戸内海 ：柳 哲雄（九州大学応用力学研究所教授）

○全体討議

▽ ：分科会・特別 各 ー ー ー

・第 ー ： ー ・ （英国・ 大学教授）

・第 ー ： ・ （ ー ・ 大学名誉教授）

・第 ー ： ー ・ ー （ ・中東工科大学教授）

・第 ー ： ー ・ ー（ ・ 大学教授）

・第 ー ： ー ・ ー （米国・ ー 大学教授）

・ ー ：三村 信男

（茨城大学広域水圏環境科学教育研究 ー教授）

・ＮＧＯ ー ：東梅 貞義（ 自然保護室）

・瀬戸内海 ：櫻井 正昭（（社）瀬戸内海環境保全協会顧問）

▽神戸・淡路宣言（最終案）報告

○

プログラム

コ ディネ タ

ウエイン ベル ワシントン センタ

プログラム

テ マ エメックス がこれまでに たしてきた と における
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テ マ ベン ヤンソン スウェ デン ストックホルム
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アジアフォ ラム
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フォ ラム ジャパン
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▽

○総括及 神戸・淡路宣言 採択

・熊本 信夫 運営委員会委員長 部会部会長

・ ・ 部会副部会長

神戸・淡路宣言 採択

第 回世界閉鎖性海域環境保全会議実行委員会実行委員会 部会 設置 「神戸

・淡路宣言起草 作業 ー 」 起草 行 、参加者 意見 聴取 、総括 全体会議

報告承認 最終案 採択 予定

（神戸・淡路宣言作業 ー ）

委員長 ・ 大学環境社会 ー所長

委 員 渡辺 正孝 独立行政法人国立環境研究所水土壌圏環境研究領域長

委 員 ・ 大学名誉教授

委 員 津野 洋 京都大学環境質制御研究 ー長・教授

委 員 ・ ー

大学教授

○ ー賞 表彰

ー発表 内、第 回世界閉鎖性海域環境保全会議実行委員会実行委員会 部会

設置 「 ー賞選定 作業 ー 委員長：松田 治（広島大学生物生産

学部教授）」 選定 発表 対 、「第 回世界閉鎖性海域環境保全会議」実行委員会会長 次

表彰 行 。

① 賞（ 名）

②準 ー賞（ 名）

③奨励賞（若干名）

④努力賞（若干名）

○次期開催地挨拶 国森林省長官

○閉会挨拶 井戸 敏三 兵庫県知事

○閉会宣言 茅 陽一 第 回世界閉鎖性海域環境保全会議実行委員会副委員長（東京大学

名誉教授）
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